
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

FASSBasic 「財務会計」とＩＦＲＳ教育 

～“Know Why”重視のＩＦＲＳ教育を目指して～ 

第 115回 

Galleria商.Tokyo 
東京都千代田区丸の内 3-1-1国際ビル 1F Tel:03-3216-5220 

 （会場は、国際ビルの日比谷通りに面したところです！） 
ＪＲ「有楽町駅」より徒歩２分／東京メトロ有楽町線「有楽町駅」直結 
都営地下鉄三田線「日比谷駅」直結 

 

 

 

会場 

日時 

■セミナー資料について 
・セミナー資料は、会員専用サイトから各自プリントしてご持参ください。 

（開催日前日より会員専用サイトにて掲載）。 
・会場で実費（300 円～500 円）にてご提供もしております。 
・一般及びデルタウィン CFO 会員の方は当日会場にてお渡し致します。 

 

協賛：千葉商科大学会計専門職大学院 会計ファイナンス研究科 

 

2月18日(木) 
18:30～20：00 （18:00開場） 
講演時間は 90分を予定しております。 

 

※上記のお申し込み内容は、日本 CFO協会の新サービス/キャンペーン/イベントの企画・開発の目的に利用させて頂きます。 

 

個人会員様のご紹介者は特別価格 3,000円（税込）でご参加できます。ご紹介される方のお名前を以下にご記入ください。 
ご紹介によるご参加者の方は、当日必ずお名刺をお持ち下さい（２名様までご紹介可能です）。 
 

                         （ふりがな）                                        （ふりがな）   

ご氏名                           ご氏名                             

 

個人会員ご紹介者 

２名様をご優待！ 

講師 

 
寺﨑 徹哉 （てらさき てつや） 氏 

日本 CFO協会 教育研修アドバイザー 
米国公認管理会計士(US CMA) 
FA インサイト LLC代表 
 
 

 

東京大学教養学部教養学科卒業。豪州国立経営大学院(AGSM)卒業

(MBA)。旭化成及びユニデンで事業部経理・営業管理・国際調達等を経
験した後、アンダーセン コンサルティング(現アクセンチュア)を経て、
1999 年より米国公認会計士(US CPA)資格等の専門校 U.S.エデュケー

ション・ネットワーク(現アビタス)で教育カリキュラム・教材開発に従事。
2007 年より日本 CFO 協会にて FASS 検定関連のプロジェクトに参画。
また「FASF 日本の会計基準 CD-ROM(2008 年)」の英訳プロジェクトに

監訳者として参画。現在、日本 CFO 協会にて、企業会計・財務を中心と
した教育研修及び会計・IR を専門とする翻訳サービスの責任者として活
動中。 

著書: 「FASS ベーシック公式テキスト: 財務会計(IFRSｓ準拠)」、「FASS
ベーシック公式テキスト: 経営会計」 

概要 原則主義の IFRS による財務報告には、従来のような税法・
会社法等に基づく”Know How”の蓄積をベースにした処理
能力よりもむしろ、”Know Why”による判断力が求められま
す。ここで”Know Why”とは、問題発見能力や分析力に関連
するスキルであり、例えば「特定の取引・事象に対してどのよ
うな会計処理を行うべきか」といった課題に対して、概念フ
レームワーク及び IFRS を根拠として合理的な判断を下せる
ようなスキルを意味します。 
しかし、残念ながら現在市販されている IFRS 関連書籍で、
このようなニーズに合致するようなものはほとんど見当たり
ません。本セミナーでは、”Know Why”重視の IFRS時代の財
務会計教育を目指す FASS Basic「財務会計」の考え方をご
紹介するとともに、IFRS 教育先進国である英国等 EU 諸国
の例を交えた効果的な学習方法やカリキュラム・教材を紹介
します。 

略歴 


